
上平間地区防災まちづくりワークショップ
～一人でも多くの命を助けるための地域共助を考える～

20252025年６月

上平間第一町内会

1写真出典：防衛省（焼失した輪島朝市周辺でのドローンによる捜索活動の様子）

2024年の元旦に能登半島地震が発生しました。古い木造住

宅が密集した輪島市では、地震により大規模火災が発生し、約

240棟の建物が焼けて壊れました。

上平間地区も火災延焼のリスクが高い地域であることはご存

じですか？各家庭で備えを見直し、共助で地域を守りましょう。



WSの経緯と成果と今後

（2024）
令和６年度

１回目

令和元年台風
19号振り返り

２回目

大地震発生
その時どうする？

共助の輪を広げる、

顔が見える関係づくりが大切

（2023）
令和５年度

１回目

防災意識調査

回答率８％

２回目

防災まち歩き

３回目

まちづくり
交流会

３回目

防災フェア

195名来場

（2025）                                           
令和７年度

第１回目

火を出さない
初期消火の
地域共助

第２回目

防災フェア

第3回目

今後の取組方
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これまでの取組経緯は町内会のHPで公開中
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令和元年台風19号の振り返りをする

テーマ：地域の防災事情を把握する テーマ：風水害・地震災害リスクを知り、地域共助を考える テーマ：地域共助を構築する

防災フェアは
共助の輪を
広げる場として有効

地域全体で火を出さない、初期消火に努める

情報連絡手段と連絡網の確保

地域に近い避難先を確保

多数の参加者と協力者があった

成果と気づき

保留検討事項

（案）防災フェアで

地域の人に共助を呼び掛ける

新たな協力者を募る

2

QRコードから
町内会HPへ
アクセスできます

上平間第一町内会



地震災害時のリスクと上平間地区のリスクと対策（案） 3



災害発生フローと上平間地区の対策（案）

取組の１stステップ

（防災フェアのPR案

新たな協力者募集）
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火を出さない方法：感震ブレーカーを普及する

（出典：経済産業省 感震ブレーカー普及啓発チラシ
https://www.meti.go.jp/policy/safety_security/industrial_safety/oshirase/2015/10/270105-1.html
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初期消火の方法：火の消し方は様々ある。各自で備える
（出典：雫石町ホームページhttps://www.town.shizukuishi.iwate.jp/docs/2020011000019/）

油なべの場合

（１）まず、ガスの元栓を閉める。

（２）粉末消火器で油面を覆うよ

     うに噴射する。

消火器がない場合には、鍋

     にふたをして空気を遮断す

     るか、濡れタオルなどで鍋

     全体を覆う。

（３）いったん消化しても、完全

     に温度が下がるまでふたを

     しておく。

ストーブの場合

（１）電気ストーブの場合は、コン

     セントを抜く。

（２）消火器を火元に噴射する。

消火器がない場合には、

水に濡らした毛布や布など

    をかぶせるか、バケツで一気

    に水をかける。

（３）火が消えた後も、天板の余

     熱からの再発火に注意。

ふすま、障子、カーテン

天井に火が燃え移る際の通り道に

なります。急いで消火が必要です。

（１）消火器で火元に噴射する。

消火器がない場合には、バケツ

     などで水をかける。（水をかける

     際は、上から半円を描くように

     かけると効果的。）

（２）天井に燃え広かる前に消火する。

（３）間に合わなければ、ふすまや障

     子は蹴り倒し、カーテンはレール

     から引きちぎり足で踏み消す。

衣類の場合

とにかくあわてないことが重要。

（１）床や地面に倒れて、転がりな

がら火を消します。

（２）さらに水をかぶって完全に消

火。

（３）風呂場に近い場合は、湯船の

残り水をかぶるか、湯船の中

に飛び込む。

（４）髪に火が付いた場合は、化繊

以外の衣類やタオルなどを頭

からかぶる。
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課題１：上平間地区は地震火災のリスクがある（上平間地区の延焼シミュレーション）

❶出火～10分後 ❷1時間後 ❸2時間後 ❹4時間後

❺4時間半後 ❻6時間後

出火街区の過半が燃えつくす

幅員9ｍのガス橋通りを超えて
燃え広がる

延焼拡大は止まらない

玉川小裏手の
家屋から発災

❼8時間後

3.2haを焼いて延焼が止まる
（自然消火）

↓複数家屋に火災が広がると消火ホースキットを使った初期消火が不可能になる
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シミュレーションの条件：北風風速6ｍ/s

ガス橋通りを超えて飛び火

木造密集住宅地（延焼ク
ラスター）で大地震時に
火災が発生すると、自然
消火するまで延焼し続
けるリスクがあります。



地震火災の発生のようす

動画出典：東京都 Tokyo Metropolitan Government / 首都被災～木密地域に潜むリスク～

https://www.youtube.com/watch?v=Pd6J9cpead8
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地震発生時のタイムライン検討（発災直後の家の中）

発生～１分後 ～2分後 ～3分後 ～4分後 ～5分後

出典：備えるかわさき
/https://www.city.kawasaki.jp/601/cmsfiles/contents/0000015/15861/sonakawa1004.pdf

この他に

帰宅困難者の場合や

マンションの場合がある

※出火が天井に達したら、

自力消火は困難になる

即避難すべし！
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地震発生時のタイムライン（家の外に逃げる・避難先はどこか？）

上平間第一町内会
から2～3㎞と遠い
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※大規模火災時は、小中学校に避難するとは熱波で

大やけどを負いますので、火災時は危険な区域です。

大規模火災の避難先は、大きな公園や緑地です！



課題２：上平間地区から広域避難場所までは約2～３㎞ある

多摩川大橋緑地まで約1.8㎞

丸子橋河川敷まで約2.7～3㎞

上平間第一町内会

11



現況：上平間地区は行き止まりや細街路が多い。これ即ち… 12



課題３：上平間地区は避難ルートが限られる 13

避難に有効な避難に有効な避難に有効な
骨格道路がない！



大地震発生時の様子を想像する

動画出典：TBS NEWS DIG Powered by JNN/各地の地震発生時、発生直後の映像まとめ【福島・宮城南部で震度６強】

https://www.youtube.com/watch?v=H-83NBkQCwM
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大地震発生時の上平間地区のタイムライン

地区の状況 隣近所との行動 私の行動 一般的な行動 消防・警察・川崎市

事前の準備

大地震発生 ❶身の安全を確保 ❶身の安全を確保

発災から
1～2分後

❷安全確認

３分後

❸災害拡大の防止
・通電火災を防止のためブ
レーカー電源を落とす

５分後

❹正しい情報の伝達
・家の廻りの安全確認
・隣近所で声を掛け合う

10～30分後

火事発生
・初期消火できる
・初期消火できない

30分～1時間後

1～3時間後
❺外出中家族の安否確認

12時間～１日後 ・避難所開設

数日後
・緊急輸送路開通
・物資搬入

2週間後
・通電、給水再開 ・（できるところから）避難所開設

大規模地震発生時の

上平間第一町内会のタイムライン検討ワークシート

家
の
中
で

・初期消火できる
・初期消火できない

家
の
外
で

❶私の行動は？

❷隣近所や地域で何を協力する？
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一人でも多くの命を助けるために地域共助に取組もう！ 16
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